











































編戸される直前の内民化のかなり進んだ者が「君子部 姓を与えられたのだろうと考えている。君子→吉弥侯→吉彦 表記の変更があったも とすれば、 『陸奥話記』にみえる吉弥侯
0
武忠（斑目四郎）
はやや古い表記を留めた の みるこ ができ、 彦
0
は相対的に新




































































































































「中世支配関係図」で、 〈協和荒川〉を吉彦秀武圏、 〈美郷小荒川〉を清原武貞圏とするが、その根拠は示されていない。おそらく、後者のほうが横手盆地の中心域で、周囲に肥沃な平野が広がっているため、清原本流たる武貞を〈美郷小荒川〉 充て、消去法として傍流の秀武を〈協和荒川〉に充てる いう考え方がなされた だろう。
従来の説には、問題点が二つある。一つ目の問題点は、 〈協和荒


































発掘されているように、農耕を主体とする文化とは異質なものであった。彼らはおそらく、山間部と平地とを自在に往復して山 恵みも野のそれも享受するような存在であったのに対して、律令制度は平野部へ 定住を強制し、 〈戸籍・計帳〉で彼らを縛りつけようとするものであった。ゆえに、先進的な弥生文化が後進的な続縄文文化を凌駕していったのではなく ニュートラルな立場から見れば、異質な文化どうし せめぎ合いが古代東北において繰り広げられたというべきなのだ。
そこで話を元に戻すが、中央政権に恭順の意を示して俘囚とな














































逢野々村、イルイ伝村、立堀村、藤屋鋪村、田中村、中谷地村、味噌田村、下ノキハ村、野来伝村、八景村、四天寺村、一ツ屋村、二ツ屋 田 尻村、ヘビ沢村、鎧ヶ崎 荒川村、四ツ屋村、湯田村、七滝村、中 関田村、筑後屋敷 雀柳細田村、ヲツキリ村、紀伊国村
が掲載されており、このうち傍線部の五か村については、もっ 遡れる。 「文禄三年中郡村々書上写 （一五九四年）に「鎧崎・四天寺・関田・紀郡・荒川」とあるもので、この五か村七〇七石は「六郷旧領」で、小田島氏が管轄していたという
（漆家文書、 『角川日本地名大
辞典
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ろうと考えられ ので、金沢柵がもとも の清原氏の本城であったとする説には賛同し い しか たとえば前九年後に父武則と子武貞が併存していた時期に、北の山本郡の〈広域的荒川地域〉を武貞が領していたとすれば、家衡が金沢柵 生まれた可能性も出てくる。そうなると、 『後三年記』で 沼柵に籠る家衡 叔父 武衡が金沢柵に移ろう 誘う際 、 「金沢の柵
といふ0
所あり。それは、こ

































「エジプトはナイルの賜物」という言葉がある。ナイル川の氾濫に悩まされつつも、それは同時に、上流 ら有機浮遊物をもらたし、肥沃な土壌を下流の人々に与 てくれるものでもあった。日本でも、木曽川下流の輪中地帯は、たび重なる水害に苦労しながらも、氾濫によって地力のある土壌に更新されるという利点 り、やはり肥沃な土地柄であった。河川の氾濫を否定的なものとしか見 いのは、近代人の一面的なも の見方である。 〈広域的荒川地域〉周辺の続縄文人たちは、増水時には山へ逃げ 水が引いて実り豊かな季節になると野に降りて野草の恵み 享受していたのだろう。 〈広
域的荒川地域〉の湿地帯に、水稲が自然発生的に根付いていた可能性もある。払田柵が歴史上に存在した二百年間は、荒川の氾濫と格闘し続けた歳月だったろう。荒川の氾濫が終息し、払田柵の周囲に安定的な農地が拡がり始めたとたん、柵がその機能を停止したことを思うと、この柵は の治水対策のために設けられた施設ではないかとさえ思われる。それほどに、氾濫終息の時期と柵の機能停止の時期がほぼ重なるので ただし 厳密には、洪 による土砂の流入によって川が浅くなっ のか、あるいは人工的に治水対策の工事が行われた結果なのかは、今後 考古学の成果を待ってから判断すべきことだろう。
さて、本稿で扱った史資料は、すべてこれまでに紹介されていた

























2） 『陸奥話記』では、営岡に参陣した吉彦秀武に注記して「武則が甥、又聟なり。字は荒川太郎」とある。営岡参陣の時点での号ではなく『陸奥話記』成立時点でそれが混入した可能性も疑わなくてはならないが、この記述 前後には「逆志方（万）太郎」 「新方（万）太郎」 斑目四郎」 「貝澤三郎」 号も見えて物語へのセットでの流入と考えられるので 秀武の「荒川太郎」は営岡参陣の時点での号と考え よいと思われる。
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野中哲照（一九九四） 「 奥州後三年記』注釈（一） 」 「古典遺産」
45号
野中哲照（一九九八）
　「 『奥州後三年記』のメッセージ
　
―後三年合戦私
戦化の表現を追って―」 「鹿児島短期大学研究紀要」
62号
